
総務課　
　総務係　財政係

総合政策課　
　地域振興係　広報広聴係

町民生活課
　税　務　係
　町　民　係
保健福祉課
　保　健　係
　福　祉　係
農林振興課
　農政係　林政係
観光商工課
　観光係　商工係
環境整備課
　地域整備係
　生活環境係
会　計　室
議会事務局
農業委員会
教育委員会
学校給食センター
只見保育所
朝日保育所
明和保育所
朝日診療所
（歯科） 
こぶし苑 
只見振興センター 
朝日振興センター 
明和振興センター 

 
今
月
の

お
知
ら
せ

In
fo

rm
a
tio

n
試
　
験

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
採
用

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
試
験
の
日
程

１
．受
付
期
間
／

　

 

５
月
10
日
午
前
10
時
〜

５
月
24
日
午
後
５
時

※

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
職
員

採
用
試
験
実
施
委
員
会
Ｈ
Ｐ
の
受

験
申
込
画
面
か
ら
お
申
込
み
願
い

ま
す
。

２
．第
１
次
試
験
日
／
７
月
２
日

　

 

試
験
の
内
容
／
教
養
試
験

　

 

試
験
地
／
福
島
市

※

他
県
外
５
市
か
ら
選
択

３
．第
２
次
試
験
日
／
８
月
７
日
以
降

※

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等
各
機

関
に
て
行
い
ま
す
。

●
受
験
資
格

　

昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
者

※
受
験
資
格
の
詳
細
は
、Ｈ
Ｐ
を
ご

参
照
願
い
ま
す
。

●
試
験
区
分

１
．事
務
系
区
分
／
事
務
・
図
書

２
．技
術
系
区
分
／
電
気
・
機
械
・

土
木
・
建
築
・
化
学
・
物
理
・

電
子
・
情
報
・
資
源
工
学
・
農
学
・

林
学
・
生
物
・
生
命
科
学

●
試
験
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

　

東
北
地
区
国
立
大
学
法
人
等

採
用
試
験
事
務
室

　

☎
０
２
２（
２
１
７
）５
６
７
６

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

土
日
祝
除
く

http://w
w
w
.bureau.tohoku.

ac.jp/shiken/

　

県
で
は
、
県
政
に
関
す
る
相
談
や

要
望
、
ま
た
は
県
民
生
活
に
関
す
る

相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。相
談
は
無

料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
場
所

　

福
島
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー
及

び
県
の
各
合
同
庁
舎
内
県
政
相
談
コ

ー
ナ
ー

●
相
談
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時

（
祝
祭
日
、年
末
年
始
は
休
み
）

●
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
１
２
０（
８
９
９
）７
２
１

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
０
１
７

●
会
津
地
区
の
合
同
庁
舎

　
「
会
津
若
松
」

　

会
津
地
方
振
興
局
県
政
相
談

　

☎
０
１
２
０（
８
９
９
）７
２
４

　
「
南
会
津
」

　

南
会
津
地
方
振
興
局
県
政
相
談

　

☎
０
１
２
０（
８
９
９
）７
２
５

●
お
問
合
せ
先

　

福
島
県
県
民
広
聴
室

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）７
０
１
３

　

県
で
は
、
交
通
事
故
に
よ
る
損
害

賠
償
請
求
や
示
談
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。相
談

は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
場
所

　

福
島
県
庁　

県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

〒
９
６
０-

８
６
７
０

　

福
島
市
杉
妻
町
２―

16
（
本
庁
舎
２
階
）

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）４
２
８
１

　

相
談
時
間
／
月
〜
金
曜
日

　

９
時
〜
12
時
、13
時
〜
16
時　

　
（
祝
祭
日
、年
末
年
始
は
休
み
）

平
成
29
年
度
東
北
地
区
国
立
大
学

法
人
等
職
員
採
用
試
験
に
つ
い
て

福
島
県
県
民
広
聴
室
よ
り

県
政
相
談
の
お
知
ら
せ

福
島
県
県
民
広
聴
室
よ
り

交
通
事
故
相
談
の
お
知
ら
せ

●
巡
回
相
談（
要
事
前
予
約
）

・
交
通
事
故
相
談
員
が
出
向
い
て
相

談
を
受
け
付
け
ま
す
。

・
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
次
の

日
程
及
び
会
場
を
ご
確
認
の
上
、

必
ず
事
前
に
予
約
を
と
り
、
指
定

さ
れ
た
時
間
に
お
い
で
下
さ
い
。

・
予
約
は
、
原
則
と
し
て
相
談
日
の

前
日
正
午
ま
で
で
す
。（
予
約
が
な

い
場
合
は
、
相
談
会
は
実
施
し
ま

せ
ん
。）

●
平
成
29
年
度
巡
回
相
談
日
程

　

福
島
県
会
津
若
松
合
同
庁
舎

　

４
月
11
日
、５
月
16
日
、６
月
13
日
、

　
７
月
11
日
、８
月
８
日
、９
月
12
日
、

　

10
月
12
日
、11
月
14
日
、12
月
５
日
、

　

１
月
16
日
、２
月
15
日
、３
月
13
日

●
予
約
受
付
先

　

福
島
県
庁
県
政
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

☎
０
２
４（
５
２
１
）４
２
８
１

お
知
ら
せ

4
月
25
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
固
定
資
産
税（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料（
４
月
分
）



 １日 県立只見高等学校卒業証書授与式
 ２日 東武鉄道新型特急リバティ・カウントダウンボード除幕

式（南会津町）、一般質問検討庁議
 ３日 雪まつりフォトコンテスト・ミニ雪像コンテスト審査会
 ４日 TADAMIスノースポーツフェスティバル前夜祭
 ５日 朝日いいもの集めちゃった市、
  東武鉄道新型特急リバティ内覧会等（南会津町）
 ６日 雪まつり実行委員会、湯ら里取締役会
 ７日 只見町議会３月会議（～１６日）
 ９日 産経新聞社取材
 １１日 明和公民館まつり、歳時記の郷・奥会津シンポジウム
 １３日 只見中学校卒業証書授与式
 １５日 福島民報社取材
 １６日 福島県宅地建物取引業協会調印式
 １７日 雪まつりミニ雪像コンテスト表彰式
 １８日 家庭医療学専門医コース修了祝賀会（郡山市）
 １９日 清水国明氏講演会・懇談会

 ２１日 只見・金山・昭和県道改修促進期成同盟会県要望
  （南会津町～県庁）
 ２２日 三条市、新潟県庁等表敬訪問（新潟県内）
 ２３日 只見小学校・卒業証書授与式、
  福島民報社記念植樹・目録贈呈式
 ２４日 只見高校送別会、横石知二氏との懇談会
 ２５日 横石知二氏講演会
 ２６日 只見婦人会定期総会
 ２７日 ＪＲ只見線復興推進会議（福島市）
 ２８日 山内医師離任式、神奈川大学佐野教授来庁
 ２９日 南会津建設事務所長来庁、広域消防署只見出張所長

来庁、観光まちづくり協会理事との打合せ
 ３０日 南会津会評議員会・理事会、
  南会津広域圏組合管理者会（南会津町）
 ３１日 町退職職員辞令交付・離任式、
  ＪＲ只見線復興推進会議要望活動（東京）

〈3月分〉

●
退
職
職
員（
３
月
31
日
付
）

　

町
政
に
ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
、次
の
方
々
が
、平

成
28
年
度
限
り
で
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　
▽
山
内　

健
士
朗（
朝
日
診
療
所　

医
師
）

　
▽
渡
部　

勇
夫（
総
合
政
策
課
）

　
▽
酒
井　

恵
治（
環
境
整
備
課
）

　
▽
馬
場　

さ
き
子（
会
計
室
）

　
▽
目
黒　

隆（
観
光
商
工
課
付
）

　
▽
長
谷
部　

貴
一（
総
合
政
策
課
）

　
▽
三
瓶　

金
市（
環
境
整
備
課
任
期
付
職
員
）

●
新
規
採
用
職
員（
４
月
１
日
付
）

　

次
の
方
々
を
新
た
に
迎
え
、平
成
29
年
度
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
▽
朝
日
診
療
所 

医
師

　
　

根
元　

加
恵

　
▽
教
育
委
員
会 

主
幹
兼
指
導
主
事

　
　

伊
藤　

知
雄

　
▽
総
合
政
策
課（
新
卒
採
用
）

　
　

斉
藤　

咲
子

　
▽
保
健
福
祉
課
任
期
付
職
員

　
　

渡
部　
一
昭

町
職
員
の
退
職
・
新
規
採
用

ね
も
と

か
え

い
と
う

と
も
お

さ
い
と
う

さ
き
こ

わ
た
な
べ

か
ず
あ
き

　

只
見
町
議
会
３
月
会
議
に
お
い
て
議
会
の

同
意
が
な
さ
れ
、副
町
長
に
橋
本
晃
一
氏（
44

歳
）が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
３
日
、役
場
町
長
室
に
お
い
て
、菅
家

町
長
か
ら
橋
本
氏
に
辞
令
書
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
▽
只
見
町
副
町
長

　
　

橋
本　

晃
一

《
略　

歴
》

　

須
賀
川
市
出
身
。清
陵
情
報
高
校
、福
島

大
学
行
政
社
会
学
部
卒
。平
成
７
年
に
県
職

員
と
な
り
、保
健
福
祉
総
務
課
主
任
主
査
な

ど
を
歴
任
、平
成
28
年
度
か
ら
財
政
課
副
課

長
兼
主
任
主
査
、４
月
１
日
よ
り
只
見
町
副

町
長
に
就
任
と
な
り
ま
し
た
。

《
ご
挨
拶
》

　

只
見
町
の
皆
さ
ま
、は
じ
め
ま
し
て
。多
く

の
方
々
に
温
か
く
迎
え
入
れ
て
い
た
だ
き
、只

見
町
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く

思
っ
て
い
ま
す
。菅
家
町
長
の
下
、職
員
と
共

に
一
丸
と
な
っ
て
只
見
町
発
展
の
た
め
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、町
民
の
皆
さ
ま
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

橋
本
晃
一
氏
が
就
任

只
見
町
副
町
長
に

は
し
も
と

こ
う
い
ち



あ
と
が
き

あ
と
が
き

人のうごき

町民
憲章

1、 ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう

1、 互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう

1、 産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう

1、 教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう

1、 きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

★その他、別棟、図書室（旧支所）にもたくさん本を置いておりま
す、利用時間は午前９時から午後４時までです。（土日祝日は閉
館）ぜひご利用下さい。リクエストも随時受付しています。

人　口　４，３６２（－　８）
　男　　２，１３８（－　５）
　女　　２，２２４（－　３）
世帯数　１，８０２（－　２）
高齢化率　　　　４５．０４％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

転入 3　　転出 6　　出生 2　　死亡 7

（２月２６日～3月２５日届出分）敬称略

平成29年3月1日現在

▽
３
月
は
、
卒
業
の
シ
ー
ズ
ン
。
保
育
所

の
満
了
式
や
学
校
の
卒
業
式
を
取
材
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。
自
分
が
卒
業
し
て
か
ら

十
数
年
ぶ
り
に
拝
見
し
た
卒
業
式
で
し
た

が
、
卒
業
の
言
葉
や
歌
は
い
つ
の
時
代
も

感
動
す
る
も
の
で
す
。
特
に
、
両
親
の
も

と
へ
歩
み
寄
り
、「
あ
り
が
と
う
」
と
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
な
が
ら
卒
業
証
書
を

手
渡
す
姿
に
本
当
に
感
動
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
両
親
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
が
伝
わ
る
素
晴
ら
し
い

卒
業
式
・
満
了
式
で
し
た
。

（
三
瓶
）

明和振興センター
図書室☎86-2111

生涯学習推進員
湯田千穂

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

■おくやみ申し上げます
小　沼　直　義 81歳 只　見
山　内　民　男 99歳 二軒在家
目　黒　幸　榮 82歳 大　倉
三　瓶　ヤス子 96歳 福　井
山　内　セ　ツ 97歳 梁　取
髙　橋　文　一 70歳 石　伏
五十嵐　仁　一 67歳 福　井
小　沼　亀　一 79歳 小　林
飯　塚　和　子 84歳 長　浜

■お誕生おめでとうございます
坂　下　琥　珀（男／拓穂・奈津美）只　見
佐　藤　望　音（女／亮人・愛　菜）舘ノ川
酒　井　蒼　太（男／寛太・美　幸）福　井

こ は く

み お ん

そ う た

坂田　馬場　　匠♡渡部　成美　南会津町
■ご結婚おめでとうございます

　東日本大震災の２年後から震
災にあった所に何度も通って収
集した霊体験談集です。とても大
きな災害だっただけにいろんな
話があるようで、亡くなった家族
から電話が掛かってきたり、亡く
なった子供が好きだったおもち
ゃが突然動き出したりと…。

　「幽霊」と聞くと怖い、恐ろしいという気持ちを持つ人
がたくさんいると思いますが、この本に書かれている内
容を読むと温かい気持ちになれます。この不思議な体験
によって大切な人を亡くした人は生きる力を貰っている
のだと思える本です。

奥野修司/著（新潮社）

★蜜蜂と遠雷

★魂でもいいから、そばにいて 3.11後の霊体験を聞く

　音楽小説ですが、音楽のこと
がまったくわからない人でも、楽
しむことができます。
　文章で音楽的知識、曲の解
説まであり曲のイメージや、登
場人物の成長もわかりやすく引
き込まれます。長編で読み応え
のある本です。

恩田陸/著（幻冬舎）


